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（建築工事）

土工事 搬入土 3０ｍ３

基礎工事 杭

コンクリート工事 生コンクリート

鉄筋工事 鉄筋

鉄骨工事 鋼材・ボルト類・耐火被覆材

防水工事 防水材料 必ず提出

石工事 石材・擬石材

タイル工事 タイル

屋根工事 屋根葺材・下葺材

金属工事 軽量鉄骨下地材・金属成形材

左官工事 セメント・プラスター・混和剤・吹付材料

建具工事 木製建具・金属製建具・付属金物 必ず提出

塗装工事 塗料

内装工事 下地となるボード類・断熱材・化粧材

雑工事 家具類・ブラインド・カーテン・アコーディオンドア

特定工事 防火区画処理材・放射線防護材・シールド材

※数量については請負代金内訳書に記載された数量とする。

（備考）

その機材に規格等が特に指定されているものについては、数量にかかわらず提出すること。

上記以外で、監督職員・工事監理者が指示するものは提出すること。

3０ｍ２

3０ｍ２

3０ｍ２

必ず提出

主要（資材・機材）発注先通知書及び材料搬入報告書の提出基準

コンクリートブロック・Ａ
ＬＣパネル・押出成形セメ
ント板工事

コンクリートブロック・レンガ
主要構造部に用いるＡＬＣパネル・ＰＣコンクリート製品

工事区分 材料及び機器名 数量

必ず提出
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1 一般共通事項
(1) 工事関係書類

施工計画書
施工計画書は、受注者が当該工事で実際に施工することを具体的な文書にし、
そのとおりに施工すると約束したものであり、記載内容は、仮設計画、
安全・環境対策、工程計画、品質計画、養生計画等である。
なお、施工計画書には次の２種類がある。

① 総合施工計画書
工事の着手に先立ち、総合仮設を含めた工事の全般的な進め方や、主要工事の
施工方法、品質目標と管理方針、重要管理事項等の大要を定めた、総合的な
計画書が受注者によって作成される。

② 工種別の施工計画書
一工程の施工の着手前に、総合施工計画書に基づいて、工種別の施工計画を定
めたものであり、施工要領書と呼ばれるものを含む。原則として、設計図書と
相違があってはならない。
また、個別の工事について具体的に検討することなく、どの工事にも共通的に
利用出来るように便宜的に作成されたものでないことが必要である。

2 仮設工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表
③ 施工業者名、施工管理技術者名（工事経歴書等）及び作業の管理組織
④ 工事目的物の位置と敷地との関係（配置と高低）
⑤ 仮囲いの位置、構造及び主要部材の種類
⑥ 材料運搬経路と主な作業動線
⑦ 仮設物等の配置（監督職員事務所、受注者事務所、休憩所、危険物貯蔵所、

材料置場、下小屋、廃棄物分別置場等）
⑧ 排水経路、工事用電力並びに水道の引込位置及び供給能力
⑨ 足場並びに仮設通路の位置、構造及び主要部材の種類
⑩ 揚重機（リフト、クレーン、エレベータ、ゴンドラ等）の種類及び配置
⑪ 作業構台の位置、構造及び主要部材の種類
⑫ 墜落防止及び落下物防止並びに感電防止の施設
⑬ 近隣の安全に対する処置（近隣使用道路の配置計画図等）
⑭ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

3 土工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（山留設置、根切、埋戻、山留撤去等の時期）
③ 施工業者名、施工管理技術者名（工事経歴書等）及び作業の管理組織
④ 山留工法及び安全を確認できる構造計算書（荷重、振動等に対する安全性の確認等）
⑤ 根切の工法（順序、掘削機の種類と能力、予定搬出土量等）
⑥ 残土の処理方法（場外処理の場合は、地番、距離、処分地の種類等）
⑦ 法勾配並びに法面の養生方法及び法面の滑動のおそれがある場合の観測方法
⑧ 排水計画（排水溝の位置、釜場の位置、地下水の状況、揚水ポンプ能力と台

数、台風あるいは停電時の対策、揚水停止時期の検討、流末の処理）
⑨ 埋戻土の種類、締固方法及び余盛高さ
⑩ 安全管理対策
⑪ 公害対策
⑫ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

工種別施工計画書について（建築工事）
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4 地業工事
(1) 既製コンクリート杭地業

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（施工機械及び杭の搬入時期、各ブロックごとの試験杭と本杭打込

の開始及び完了の時期等）
③ 杭の製造業者名
④ 施工業者名、施工管理技術者名（資格証明書、工事経歴書等）及び作業の管理組織
⑤ 杭の種類、規格、寸法及び使用箇所（鋼杭の場合は、防錆処置を含む）
⑥ 材料の受入検査の方法及び記録
⑦ 地中埋設物・障害物の調査、移設、防護、撤去等の計画
⑧ 施工機械の仕様の概要及び性能
⑨ 施工法
⑩ プレボーリングを併用する場合はその深さ
⑪ セメントミルク工法の場合は安定液、根固液等の調合計画及び管理方法
⑫ 杭配置図（平面図及び断面図：土質柱状図）、試験杭の位置及び杭の施工順序
⑬ 継手の工法（溶接機の種類と溶接技能者の資格を含む）
⑭ 長尺物の搬入経路
⑮ 杭支持力の確認方法（算定式、所用要最終貫入量等）
⑯ 支持地盤の確認方法（地盤資料と掘削深さ、電流値との対照等）
⑰ 杭頭の処理方法（切断方法、鉄筋の処理方法等）
⑱ 安全対策（施工機械の転倒防止と杭孔への転落防止等）
⑲ 公害対策（騒音、振動、油滴飛散防止策並びに掘削液の廃液処理方法等）
⑳ 施工結果報告書内容
㉑ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) 鋼杭地業
既製コンクリート杭地業を参考とする

(３)場所打コンクリート杭地業
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（機械搬入、段取、鉄筋加工、掘削とコンクリート打込、機械搬

出及び片付の時期等）
③ 施工業者名、施工管理技術者名（資格証明書等、工事経歴書等）及び作業の管理組織
④ コンクリートの計画調合表及び計算書
⑤ 鉄筋の種類と規格
⑥ 地中埋設物・障害物の調査、移設、防護、撤去等の計画
⑦ 施工機械の仕様の概要及び性能
⑧ 施工方法（掘削精度の確認方法を含む）
⑨ 杭の配置図及び施工順序
⑩ 安定液等を用いる場合の調合計画及び管理方法
⑪ 支持地盤の確認方法
⑫ スライム（沈殿物）の処理方法
⑬ 鉄筋加工及び建込方法（浮上り防止方法を含む）
⑭ コンクリートの打込及び養生方法
⑮ 安全対策（酸欠、有毒ガス、施工機械の転倒等）
⑯ 公害対策（土砂の運搬によるこぼれ、ベントナイト廃液等の飛散と処理、騒

音及び振動の対策等）
⑰ 施工結果報告書内容
⑱ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）
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5 鉄筋工事
(1) 鉄筋工事

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（材料、柱、壁、梁、階段、スラブ等の検査時期及び関連設備工事の期間）
③ 施工業者名、作業の管理体制
④ 鉄筋の種別、種類、製造所名及びその使用区分
⑤ 規格品証明書の提出時期
⑥ 荷札の照合と提出時期（ラベル、鉄筋のマーク等の確認方法）
⑦ 鉄筋の試験（試験所、回数、試験成績書）
⑧ 材料の保管場所及び貯蔵方法
⑨ 材料の加工場所（現場又は工場の別、規模及び機械設備）
⑩ 鉄筋加工機具（切断、曲げ）
⑪ 鉄筋の継手位置、継手長さ、定着長さ及び余長
⑫ 異形鉄筋にフックを付ける箇所
⑬ 鉄筋のかぶり厚さ及びスペーサーの種類
⑭ 梁、壁、スラブ等の開口部補強、屋根スラブ、片持スラブ、壁付スラブ、

パラペット等の特殊補強の要領（既製品を利用する場合は構造計算書）
⑮ 鉄筋位置の修正方法（台直し等）
⑯ 鉄筋組立後の乱れを防止する方法（歩み板の使用等）
⑰ 関連工事との取合（柱付コンセント、スラブ配管、壁配管、貫通孔等）
⑱ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) ガス圧接
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（圧接の時期）
③ 施工業者名及び作業の管理体制
④ ガス圧接技量資格者の資格種別等（資格証明書等）
⑤ ガス圧接技量資格者の人数
⑥ ガス圧接器具
⑦ 圧接部の外観試験（全圧接部）
⑧ 圧接部の超音波探傷試験（本数、試験方法、試験位置、探傷器、試験従事者、

成績書）
⑨ 圧接部の引張試験（本数、採取方法、作業班ごとの施工範囲、試験所、成績書、

鉄筋切断後の補強方法）
⑩ 不良圧接の修正方法
⑪ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

6 コンクリート工事
(1) コンクリート工事

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（配合計画書の提出、試験練り、型枠組立、コンクリート打込み、

支柱取外し等の時期）
③ 施工業者名、施工管理技術者名（工事経歴書等）及び作業の管理組織
④ 配合計画書、計画調合の計算書（軽量コンクリートの気乾単位容積質量を含む）
⑤ コンクリートの仕上りに関する管理基準値、管理方法等
⑥ 仮設計画（排水、コンクリートの搬入経路等）
⑦ 打込量、打込区画、打込順序及び打止め方法
⑧ 打込作業員の配置、作業動線
⑨ コンクリートポンプ車の圧送能力、運搬可能距離の検討
⑩ コンクリートポンプ車の設置場所、輸送管の配置及び支持方法
⑪ コンクリート運搬車の配置車
⑫ 輸圧送が中断した時の処置
⑬ 圧送後、著しい異状を生じたコンクリートの処置
⑭ 打継面の処置方法
⑮ 上面の仕上げの方法（タンピング）
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⑯ 打込後の養生（暑中、寒中）
⑰ コンクリートの補修方法
⑱ 供試体の採取（採取場所、養生方法）
⑲ 試験所
⑳ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) 型枠工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表
③ 施工業者名、施工管理技術者名（工事経歴書等）及び作業の管理組織
④ 型枠の準備量
⑤ 型枠の材料
⑥ 型枠緊張材の種別及び緊張材にコーンを使用する箇所
⑦ コンクリート寸法図（スケルトン、コンクリート躯体図、コンクリートプラン）
⑧ 基準部分の型枠組立図
⑨ 型枠材取外しの条件（材齢又は構造計算により安全を確認する場合）
⑩ はく離剤使用の有無
⑪ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

7 鉄骨工事
(1) 鉄骨工事

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表
③ 受注者等の管理組織、工事担当及び協力業者
④ 仮設計画
⑤ 建方計画
⑥ 接合計画
⑦ 他工事との関連
⑧ 安全管理
⑨ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) 工場製作要領書（工場製作範囲の品質管理要領を含む）
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 鉄骨製作業者のグレード・管理組織、工事担当（施工管理技術者・溶接施工管理

技術者・検査技術者の氏名、所持資格等）
③ 溶接技能者の氏名、所持資格等
④ 製造設備の能力（製作関連の機械設備、配置図等）
⑤ 工程表（工作図・材料調達・製作・製品検査・搬出等の時期）
⑥ 使用材料の名、規格、製造所及び使用箇所
⑦ 工作・溶接（加工・組立・溶接の製作手順、開先形状、溶接工法等）
⑧ 品質管理・検査計画（管理・検査項目、方法、管理値、不具合処理方法等）
⑨ 塗装計画（材料・工法・塗装範囲等）
⑩ 製品の輸送計画（輸送方法、養生方法、安全対策等）
⑪ 溶接接合作業手順と精度・外観・内部検査方法並びに不合格処理方法
⑫ 超音波探傷試験の検査機関及びその管理組織
⑬ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(3) 工事現場施工要領書（工事現場施工範囲の品質管理要領を含む）
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（アンカーボルトの設置・建方・高力ボルト締付・溶接作業・完成

検査等の時期）
③ 作業の管理組織及び協力業者、工事担当（施工管理技術者・溶接施工管理技

術者・非破壊検査技術者・溶接技能者の氏名、所持資格等）
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④ アンカーボルトの保持及び埋込工法と検査方法
⑤ 定着の工法
⑥ 建方作業順序と建入直し及び建入検査方法並びに不具合処置方法
⑦ 高力ボルト接合作業手順と締付後の検査方法並びに不合格処理方法
⑧ 溶接接合作業手順と精度・外観・内部検査方法並びに不合格処理方法
⑨ 超音波探傷試験の検査機関及びその管理組織
⑩ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

8 コンクリートブロック・ＡＬＣパネル・押出成形セメント板工事
(1) 補強コンクリートブロック造

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（施工図の作成、各工区別の着手工・完了等の時期）
③ 施工業者名、作業の管理組織
④ 使用材料名及び品質（ブロック、コンクリート、鉄筋、モルタル）
⑤ コンクリート及びモルタルの調合並びに充填方法
⑥ ブロック割の基準
⑦ 一般部分の工法（鉄筋間隔、定着方法、継手の工法及び位置、ブロックの積方）
⑧ 一日の積上高さの限度（１．６ｍ）
⑨ ブロック壁の取合部の工法
⑩ 開口部まぐさの工法及びその周辺の補強方法
⑪ がりょうの工法
⑫ 建具枠の取付方法
⑬ アンカーボルト、木レンガ、諸金物等の埋込の必要な箇所及び処置の方法
⑭ 他の材料による柱、壁等との取合部の処置の方法
⑮ 設備配管、ボックス類の取付方法
⑯ 寒冷期の施工に関する対策（シート養生、採暖養生等）
⑰ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) コンクリートブロック帳壁及び塀
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（施工図の作成、各工区別の着手・完了等の時期）
③ 施工業者名、施工管理技術者名（工事経歴書等）及び作業の管理組織
④ 帳壁の位置と主体構造の種別及び寸法
⑤ 帳壁の主要支点間距離及び主要支持辺の位置
⑥ 鉄筋の種類、径及び定着・継手の方法・位置
⑦ コンクリートブロックの種類、形状寸法
⑧ ブロック割とその組積パターン（開口部、金物取付位置を明示）
⑨ 鉄筋のかぶり厚さ及び鉄筋の間隔・あき
⑩ 帳壁の施工方法（先積工法と後積工法で、鉄筋の組立順序が異なる）
⑪ 主体構造との緊結方法（主体構造に対するクリアランスの大きさによる固定

緊結又は可動緊結を明示）
⑫ 鉄筋継手又は定着方法（溶接の場合は溶接方法）
⑬ 壁端部又は開口部周囲の補強方法
⑭ 仕上の有無と仕上材の種類
⑮ 孔あけ等の位置と寸法
⑯ 先付金物の位置と取付け方法
⑰ 配管位置とその形状寸法
⑱ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(3) ＡＬＣパネル
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（施工図の作成、各ブロック別の着工・完了等の時期）
③ パネルの製造所、製品名及び施工業者名
④ パネルの種類、使用箇所
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⑤ パネルの搬入・保管方法
⑥ パネルの取付詳細及び工法
⑦ パネルと建具枠等の取合及び納まりの詳細
⑧ 設備用配管ボックス類に対する処置
⑨ 目地用モルタル、仕上材等の種類、調合、工法及び使用箇所
⑩ シーリング材の使用箇所及び種類
⑪ パネルの養生計画
⑫ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(4) 押出成形セメント板
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（施工図の作成、各ブロック別の着工・完了等の時期）
③ パネルの製造所及び施工業者名
④ パネルの種類、使用箇所及び搬入・保管方法
⑤ パネルの割付、取付詳細及び伸縮目地の配置
⑥ パネルと建具枠等の取合及び納まりの詳細
⑦ 仕上材等の種類及び工法
⑧ シーリング材の種類
⑨ パネルの養生計画
⑩ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

9 防水工事
(1) アスファルト防水

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（箇所別、防水の種類別の着工、完成等の時期）
③ 施工業者名、作業の管理組織
④ 施工範囲及び防水層の種類
⑤ 工法（下地を含む）
⑥ 材料置場
⑦ アスファルト溶融がまの設置場所及び構造
⑧ 消防法による消防署への届出
⑨ 排水勾配
⑩ コンクリート打継箇所、PCコンクリート部材、ＡＬＣパネルの継目箇所に

おける処置
⑪ 立上りの構造、納まり
⑫ ルーフドレイン廻り、出入口廻り、排水管（防水層貫通管）及び衛生設備

（便器、浴槽その他）の納まり
⑬ 保護コンクリートの目地割及び目地の構造並びに仕上材料エキスパンションの構造

と防水の納まり
⑭ 異種防水層接続部の処置
⑮ 品質管理、基本要求品質の確認方法等
⑯ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) 改質アスファルトシート防水
アスファルト防水による

(3) 合成高分子系ルーフィングシート防水
アスファルト防水による（ただし⑦・⑧を除く）

(4) 塗膜防水
アスファルト防水による（ただし⑦・⑧を除く）

(5) シーリング
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
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② 工程表（施工箇所別の着工、完了等）
③ 製造所名、施工業者名、作業の管理組織等
④ シーリング材の材種及び色（ＪＩＳでの分類等）
⑤ シーリング材の品質証明書等（ＪＩＳに基づく試験成績書等）
⑥ プライマーの種類（品名、材種等）
⑦ バックアップ材及びボンドブレーカーの材質及び製造所名（寸法、粘着剤の有無等）
⑧ 材料の保管（消防法分類、保管条件等）
⑨ 施工箇所の形状・寸法、施工方法及び養生等

（目地詳細図：二面接着・三面接着、表面仕上げの有無等）
⑩ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

10 石工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（見本決定、製品の検査・着工・完了等の時期）
③ 施工業者名、作業の管理組織
④ 製作工場の機械設備
⑤ 現場における揚重・運搬計画・設備
⑥ 石材・テラゾの種類、仕上の種類及びその使用箇所
⑦ 材料加工の方法、石の裏面処理方法・材料
⑧ 置場の確保、整備（運搬しやすい場所、破損に対して安全な場所、角材等の

受台準備）
⑨ 保管方法
⑩ 標準的石張工法、施工順序
⑪ アンカー、下地鉄筋、引金物、だぼ、かすがい、取付金物等の材質、形状、寸法
⑫ 伸縮調整目地
⑬ 取付後の養生
⑭ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

11 タイル工事
(1) 陶磁器質タイル張

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（見本決定、施工図完了、材料搬入、着工・完了、試験等の時期）
③ タイルの製造工場名、施工業者名及び作業の管理組織
④ タイルの種類、形状、寸法（裏足の形状、高さ、乾式・湿式の別）
⑤ 張付用モルタル（調合、塗厚）、保水剤の使用
⑥ タイルの施工箇所、張付工法、目地工法
⑦ まぐさ、窓台等のタイルの施工法
⑧ タイル割の基準（基準線、目地寸法）
⑨ 伸縮調整目地（位置、構成、施工法）
⑩ 関連工事との取合（電気、機械、仮設）
⑪ タイル施工箇所の張付順序
⑫ 下地モルタルの浮きの試験方法及び補修方法
⑬ １回の張付モルタルの塗付量、練混ぜ方法及びその量の確認方法、練置時間
⑭ タイル張施工中及び施工後の養生方法（特に外壁の場合）
⑮ 排水勾配（雨掛、水掛の場合）
⑯ 水洗い
⑰ タイルの打診試験及び接着力試験方法（箇所、使用機器、試験体の作成方法）
⑱ 接着力試験不合格の場合の処置方法
⑲ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) 陶磁器質タイル型枠先付
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（見本決定、施工図完了、タイル及びタイルユニットの製造、材料搬

入、躯体工事工程、着工・完了、試験等の時期）
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③ タイルの製造工場名、施工業者名及び作業の管理組織
④ タイル型枠先付の種別
⑤ タイルの種類、形状、寸法（裏足の形状、高さ、緊張材取付部のタイルの

形状、乾式・湿式の別）
⑥ タイル及びタイルユニットの試験、検査要領、合否の判定基準（タイルの寸

法精度、品質及びタイルユニットの寸法精度）
⑦ タイル及びタイルユニットの取付順序及び方法
⑧ まぐさ、窓台等の取付け方法
⑨ 割付の基準（基準線、目地寸法）
⑩ 伸縮（調整、ひび割誘発）目地（位置、構成、施工法）
⑪ タイル型枠先付面のせき板、精度、検査基準
⑫ 関連工事との取合（電気、機械、建具）
⑬ タイルユニット取付中及び取付後の養生方法（コンクリート打込までの雨掛）
⑭ 目地モルタルの調合（桟木法の目地、タイル補修の張付モルタル）
⑮ コンクリート打込方法（コンクリートの打込、棒形振動機による締固、型枠振動機

による締固）
⑯ 外壁型枠の取外し時期及び方法（留付材の取外しを含む）
⑰ 外壁型枠取外し後の養生（上階コンクリート打込による汚れ防止）
⑱ 先付されたタイルの検査及び合否の判定基準（検査方法、タイル張替基準）
⑲ タイル裏面のコンクリートの品質
⑳ タイルの打診検査及び接着力試験方法（箇所、使用機器、試験体の作成方法）
㉑ タイルの補修方法（時期、コンクリートの補修、張替）
㉒ 水洗い
㉓ 発生材処理（裏打ち材等）
㉔ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

12 木工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（施工図完了、材料搬入、着工・完了等の時期）
③ 施工業者名及び作業の管理組織
④ 加工機器等（主として仕上）
⑤ 使用する材料の種類、形状、寸法及びその使用箇所
⑥ 加工、組立又は取付工法
⑦ 防虫、防腐、防蟻処理
⑧ 養生方法
⑨ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

13 屋根及びとい工事
(1) 長尺金属板葺

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 専門工事業者名及び施工管理組織
③ 工程表（着工・完了の時期）
④ 下葺（材料及び工法）
⑤ 鋼板類（種類、厚さ）
⑥ 谷、棟、軒先、けらば等の納まり
⑦ 折曲げ及び小はぜ掛け
⑧ 壁との取合等の工法
⑨ 付属材料
⑩ その他専門業者の工法の仕様
⑪ 品質計画書（風圧力及び積雪荷重に対応した工法、作業のフロー、管理の項目・

水準・方法、品質管理体制・管理責任者、品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) 折板葺
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 専門工事業者名及び施工管理組織
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③ 工程表（着工・完了の時期）
④ 折板（種類、厚さ、構成部品）
⑤ 各部の納まり工法（棟、けらば、軒先、壁との取合の各部）
⑥ タイトフレームの取付方法
⑦ その他専門業者の工法の仕様
⑧ 付属材料
⑨ 品質計画書（風圧力及び積雪荷重に対応した工法、作業のフロー、管理の項目・

水準・方法、品質管理体制・管理責任者、品質記録文書の書式とその管理方法等）

(3) 粘土瓦葺
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（着工・完了の時期）
③ 瓦の種類、製造所
④ 施工業者名及び施工管理組織
⑤ 揚重及び小運搬計画
⑥ 役物及び留付用釘・緊結線・金物等の種類
⑦ 品質計画書（風圧力及び積雪荷重に対応した瓦等の留付工法、管理の項目、

品質管理体制・管理責任者、品質記録文書の書式とその管理方法等）

(4) とい
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（着工・完了の時期）
③ 施工業者名、施工管理技術者名（工事経歴書等）及び作業の管理組織
④ とい（軒どい、縦どい）の材種と大きさ
⑤ とい（軒どい、縦どい）の継手の工法
⑥ とい（軒どい、縦どい）の受金物の形式と取付工法並びに建物の納まり
⑦ とい（軒どい、縦どい）の排水勾配
⑧ 軒どいの製造業者による軒どいの取付方法（硬質塩化ビニル雨どい）
⑨ ルーフドレインの位置、高さ、取付工法
⑩ ルーフドレインの形式（防水種別及び使用箇所等による形式）
⑪ 縦どいの防露の工法（床貫通部分を含む）
⑫ 縦どいの掃除口の有無
⑬ 施工の確認方法

14 金属工事
(1) 軽量鉄骨天井下地

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別、場所別に工程表を作成）
③ 製造所名、施工業者名及び作業の管理組織
④ 使用材料の材質、種類、形状、寸法等
⑤ 加工機器、場所等（切断、溶接等）
⑥ 加工、組立又は取付工法
⑦ 風圧力による検討（屋外の条件、場所等の検討）
⑧ 耐震性の検討（大規模空間の天井に関しては崩落対策の検討）
⑨ 養生方法
⑩ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) 軽量鉄骨壁下地
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別、場所別に工程表を作成）
③ 製造所名、施工業者名及び管理組織
④ 使用部材の種類、形状、寸法等
⑤ ランナー取付工具
⑥ 開口部等の補強方法
⑦ 養生方法
⑧ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、
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品質記録文書の書式とその管理方法等）

(3) 金属成型板張
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて場所別の工程表を作成）
③ 製造所名、施工業者名及び管理組織
④ 使用材料の材質（あと施工アンカーも含む）、寸法
⑤ 施工手順及び養生方法
⑥ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(4) アルミニウム製笠木
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて場所別の工程表の作成）
③ 製造所名、施工業者名及び管理組織
④ 使用材料の材質（表面処理方法も含む）、寸法
⑤ 風圧力及び積雪荷重に対応した固定金具の間隔、固定方法等、管理の方法等
⑥ 施工手順及び養生方法
⑦ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(5) 手すり及びタラップ
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて場所別の工程表の作成）
③ 製造所名、施工業者名及び管理組織
④ 使用材料の材質（あと施工アンカーも含む）、寸法
⑤ 工法、管理の方法等
⑥ 施工手順及び養生方法
⑦ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

15 左官工事
(1) モルタル塗

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（施工箇所別の着工・完了の時期）
③ 施工業者名及び作業の管理組織
④ 使用材料及び保管方法
⑤ 練混ぜ場所及び練混ぜ方法
⑥ 調合
⑦ 下地処置の工法（屋外、屋内、下地材の吸水の著しい箇所等の別）
⑧ 工法（施工箇所別）
⑨ モルタル仕上の種類（施工箇所別）
⑩ 各工程の工程間隔時間（養生期間）及びその確認方法
⑪ ひび割れ防止の方法
⑫ 浮きの確認方法及び補修方法
⑬ 養生方法（夏期の直射日光、通風、寒冷、施工後）
⑭ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) セルフレベリング材塗
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（施工箇所別の着工・完了の時期）
③ 施工業者名及び作業の管理組織
④ 材料製造業者名、使用材料（セルフレベリング材、骨材、下地処理材等）
⑤ 使用機材
⑥ 材料置場及び保管方法
⑦ 材料計量、練混ぜ方法
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⑧ 水比管理方法（計量責任者名）
⑨ １日の流込量と流込予定時間
⑩ 流込順序、流込区間及び作業者数（施工管理責任者）
⑪ 圧送途中における事故対策
⑫ 養生（養生方法、期間等）
⑬ 補修方法
⑭ 試験
⑮ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(3) 仕上塗材仕上
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（色見本の決定、施工箇所別の着工・完了等の時期）
③ 製造所名、施工業者名及び管理組織
④ 下地の処理と仕上材の種別
⑤ 工法（塗工程と使用する機器・工具類）及びその管理方法等
⑥ 工程ごとの所要量等の確認方法
⑦ 養生方法（施工中（特に飛散防止）及び完了後）
⑧ 足場つなぎ跡の補修方法
⑨ 材料保管の方法（温湿度の管理、消防法）及び作業の安全管理対策
⑩ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(4) せっこうプラスター塗
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（施工箇所別の着工・完了の時期）
③ 施工業者名及び作業の管理組織
④ 使用材料及び保管方法
⑤ 練混ぜ場所及び練混ぜ方法
⑥ 調合
⑦ 下地処置の工法（屋内、下地材の吸水の著しい箇所等の別に）
⑧ 工法（施工箇所別）及びその管理方法等
⑨ 各工程の工程間隔時間（養生期間）及びその確認方法
⑩ ひび割れ防止の方法
⑪ 浮き確認方法及び補修方法
⑫ 養生方法（夏期の直射日光、通風、寒冷、施工後）
⑬ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

16 建具工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 取付場所（方位・階別等）
③ 管理体制（製作者及び施工者の管理組織表・連絡先）
④ 工程表（製作及び現場の施工日程・手順・作業内容）
⑤ 使用材料の名称・規格（部品、部材、付属部品及びその使用箇所）
⑥ 製作者・製作工場（工場名称、所在地）
⑦ 加工及び組立（材料加工の方法、接合法、組立要領）
⑧ 製品検査（検査方法、検査項目、検査基準）
⑨ 防食・防錆処理（防食・防錆の方法、材料）
⑩ 運搬（搬入方法、現場内保管方法）
⑪ 取付精度・要領（取付方法、精度、取付検査方法、検査基準）
⑫ 養生・清掃（養生、清掃方法）
⑬ 安全管理（管理体制、安全点検、作業環境整備）
⑭ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）
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17 カーテンウォール工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（着工・完了の時期）
③ 施工業者名、施工管理技術者名（工事経歴書等）及び作業の管理組織
④ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

18 塗装工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（色見本の決定、施工（全体、部屋別、階別等）等の時期）
③ 製造所名、施工業者名及び作業の管理組織
④ 塗装箇所及び下地材による塗料の種別（防火材料の指定がある場合には認定

品）並びに工程
⑤ 色調別による塗装範囲
⑥ 工場及び現場塗装の区分
⑦ 工法（はけ、吹付、ローラー等）
⑧ 養生方法（施工中及び完了後）
⑨ 塗料の保管方法、安全管理の方法等
⑩ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

19 内装工事
(1) ビニル床シート、ビニル床タイル及びゴム床タイル張

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別・場所別の工程表の作成）
③ 製造所名及び施工業者名
④ 材質、色調別に応じた施工箇所
⑤ 接着剤の種類（施工箇所別）
⑥ 工法（割付、継目、見切部分の納まり等）
⑦ 施工時及び施工後の換気方法
⑧ 養生方法
⑨ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) カーペット敷
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（製作期限、搬入、敷込の時期、必要に応じて室別敷込工程）
③ 施工業者名及び防炎表示者登録番号
④ 構成材料の品質、密度
⑤ 取付用付属品
⑥ 割付要領：継目の位置
⑦ 各部取合納まり（他の仕上材、床改め口、設備機器との取合）
⑧ 工法
⑨ 施工時及び施工後の換気方法
⑩ 養生方法
⑪ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(3) 合成樹脂塗床
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別・場所別工程表の作成：下地ごしらえ、塗床材施

工、養生等）
③ 製造所名、銘柄、色番及び施工業者名
④ 材料保管方法、取扱注意事項（消防法、労働安全衛生法等による管理）
⑤ 室別・場所別の工法（表面仕上り状態：平滑、防滑、つや消し　工法：流し展べ、

樹脂モルタル仕上）
⑥ 下地コンクリートの水分管理、表層強度の確認、下地ごしらえ（下地状況別）
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⑦ 施工時期・工期（他の仕上工事との関係）
⑧ 施工環境（気温、湿度、結露、塵あい、臭気、騒音等）
⑨ 施工時及び施工後の換気方法
⑩ 養生方法（塵あい、傷、汚れ、雨水、硬化前の歩行等からの保護）
⑪ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(4) フローリング張
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別・場所別工程表の作成)
③ 製造所名等及び施工業者名
④ 使用材料の材質（ＪＡＳ等）、板厚
⑤ 取付釘類及び接着剤の種類、品質等
⑥ 工法、管理の方法等
⑦ 施工時及び施工後の換気方法
⑧ 養生方法
⑨ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(5) 畳敷
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別・場所別工程表の作成)
③ 製造所名、施工業者名及び管理組織
④ 使用材料の材質（畳表、畳床、へり、糸も含む）、寸法
⑤ 工法
⑥ 養生方法
⑦ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(6) せっこうボード、その他ボード及び合板張
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別、場所別の工程表の作成)
③ 製造所名、施工業者名及び管理組織
④ 使用材料の材質（防火性能、ホルムアルデヒド放散量）、寸法
⑤ 取付釘類（材質、長さ等）
⑥ 接着剤の種類・用途（ホルムアルデヒド放散量）
⑦ 工法
⑧ 施工時及び施工後の換気方法
⑨ 養生方法
⑩ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(7) 壁紙張
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別、場所別の工程表の作成)
③ 製造所名及び施工業者名
④ 材質（ホルムアルデヒド放散量・防火性能）、色柄別に応じた施工箇所
⑤ 接着剤の材質（ホルムアルデヒド放散量）、配合割合
⑥ 工法（割付、見切部分の納まり等）
⑦ 施工時及び施工後の換気方法
⑧ 養生方法（材料の保管方法等）
⑨ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(8) 断熱・防露
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別、場所別の工程表の作成)
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③ 製造所名及び施工業者名
④ 材質及び厚さ（断熱材、現場発泡断熱材・ホルムアルデヒド放散量等）
⑤ 工法（割付、見切部分の納まり、留付方法、接着方法、吹付方法、補修方法等）
⑥ 養生方法等（材料保管方法、打込前及び型枠脱型後の養生等）
⑦ 安全衛生（火気取扱、換気方法等）
⑧ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

20 ユニット及びその他工事
(1) プレキャストコンクリート工事

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（製作図の作成、製作、取付、完了等の時期）
③ 施工業者名、施工管理技術者名（工事経歴書等）及び作業の管理組織
④ コンクリートの所要強度、材料及び調合
⑤ 鉄筋、鉄線、溶接金網の規格等
⑥ 型枠の材料及び組方
⑦ 養生方法（コンクリート、製品）
⑧ 現場での取付方法
⑨ 構造計算書その他
⑩ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

21 排水工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（着工、完成、通水試験等の時期）
③ 施工業者名、施工管理技術者名（工事経歴書等）及び作業の管理組織
④ 使用材料の名称、規格、製造所名及び使用箇所
⑤ 排水管敷設の工法
⑥ コンクリートの調合及び打込工法
⑦ 掘削の工法及び建設発生土の処分方法
⑧ 官公署への届出文書名及び提出予定日
⑨ 安全管理対策、公害対策
⑩ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

22 舗装工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（着工、他工事との関連、完成、試験の時期）
③ 施工業者名及び作業の管理組織
④ 舗装の構造
⑤ 使用材料の品質、製造所名及び使用箇所
⑥ 配合計画書
⑦ 目地割及び目地の構造
⑧ 路床の不良土及び障害物の処置
⑨ 建設発生土の処分方法
⑩ 締固の方法、管理の方法
⑪ 舗設の工法
⑫ 養生の方法
⑬ 試験の要領
⑭ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

23 植栽工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（着工・完成の時期）
③ 現場組織表
④ 安全管理
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⑤ 主要資材（生産地等）
⑥ 施工方法（主要機械、仮設、運搬、養生、工事用地等を含む）
⑦ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

24 地盤調査
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 施工業者名、施工管理技術者名（工事経歴書等）及び作業の管理組織
③ 工程表（着工・完了の時期）
④ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

25 産業廃棄物等搬出及び処分
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表
③ 現場組織表
④ 安全管理
⑤ 運搬（運搬車両の許可番号）及び搬出先の許可証明書（写し）
⑥ 搬出先のルート及び地図（パンフレット等の写し）
⑦ 処分場の概要（許可書の写し）
⑧ 契約書の写し
⑨ 各処分場での処分概算数量
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1 一般共通事項
(1) 工事関係書類

施工計画書
施工計画書は、受注者が当該工事で実際に施工することを具体的な文書にし、
そのとおりに施工すると約束したものであり、記載内容は、仮設計画、
安全・環境対策、工程計画、品質計画、養生計画等である。
なお、施工計画書には次の２種類がある。

① 総合施工計画書
工事の着手に先立ち、総合仮設を含めた工事の全般的な進め方や、主要工事の
施工方法、品質目標と管理方針、重要管理事項等の大要を定めた、総合的な
計画書が受注者によって作成される。

② 工種別の施工計画書
一工程の施工の着手前に、総合施工計画書に基づいて、工種別の施工計画を定
めたものであり、施工要領書と呼ばれるものを含む。原則として、設計図書と
相違があってはならない。
また、個別の工事について具体的に検討することなく、どの工事にも共通的に
利用出来るように便宜的に作成されたものでないことが必要である。

2 仮設工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表
③ 施工業者名及び作業の管理組織
④ 改修工事部分の位置とその他の部分との関係（境界の明確）
⑤ 間仕切、仮囲いの位置、構造及び主要部材の種類
⑥ 材料運搬経路と主な作業動線
⑦ 仮設物等の配置（監督職員事務所、受注者事務所、休憩所、危険物貯蔵所、

材料置場、下小屋、廃棄物分別置場等）
⑧ 排水経路、工事用電力、水道の引込位置及び供給能力
⑨ 本設施設の上下水道、電力の利用に対する計画
⑩ 足場並びに仮設通路の位置、構造及び主要部材の種類
⑪ 揚重機（リフト、クレーン、エレベータ、ゴンドラ等）の種類及び配置
⑫ 墜落防止及び落下物防止並びに感電防止の施設
⑬ 近隣の安全に対する処置（近隣使用道路の配置計画図等）
⑭ 建物使用者に対する処置
⑮ 各工事工程と仮設の関連及びその撤去時期
⑯ 作業構台の位置、構造及び主要部材の種類
⑰ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

3 防水工事
(1) アスファルト防水

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（箇所別、防水の種類別の着工、完成等の時期）
③ 施工業者名、作業の管理組織
④ 施工範囲及び防水層の種類
⑤ 工法（下地含む）
⑥ 材料置場
⑦ アスファルト溶融がまの設置場所及び構造
⑧ 消防法による消防署への届出
⑨ 排水勾配
⑩ コンクリート打継箇所、ＰＣ屋根板、ＡＬＣパネルの継目箇所における処置
⑪ 立上りの構造、納まり

工種別施工計画書について（建築改修工事）
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⑫ ルーフドレイン廻り、出入口廻り及び排水管（防水層貫通管）、衛生設備
（便器、浴槽その他）の納まり

⑬ 防水押えの目地割及び目地の構造・仕上材料
⑭ エキスパンションの構造と防水の納まり
⑮ 異種防水層接続部の処置
⑯ 品質管理、基本要求品質の確認方法等
⑰ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) 改質アスファルトシート防水
アスファルト防水による

(3) 合成高分子系ルーフィングシート防水
アスファルト防水による（ただし⑦・⑧は除く）

(4) 塗膜防水
アスファルト防水による（ただし⑦・⑧は除く）

(5) シーリング
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 改修工法名
③ 工程表（施工箇所別の着工、完了等）
④ 製造所名、施工業者名、作業の管理組織等
⑤ シーリング材の材種及び色（ＪＩＳでの分類等）
⑥ シーリング材の品質証明書等（ＪＩＳに基づく試験成績書等）
⑦ プライマーの種類（品質材種等）
⑧ バックアップ材及びボンドブレーカーの材質及び製造所名（寸法、粘着剤の有無等）
⑨ 材料の保管（消防法分類、保管条件等）
⑩ 施工箇所の形状、寸法、施工方法及び養生等（目地詳細図：二面接着・三面接着、

表面仕上げの有無等）
⑪ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(6) とい
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（着工・完了の時期）
③ 施工業者名、施工管理技術者名（工事経歴書等）及び作業の管理組織
④ とい（軒どい、縦どい）の材種と大きさ
⑤ とい（軒どい、縦どい）の継手の工法
⑥ とい（軒どい、縦どい）の受金物の形式と取付工法並びに建物の納まり
⑦ とい（軒どい、縦どい）の排水勾配
⑧ 軒どいの製造業者による軒どいの取付方法（硬質塩化ビニル雨どい）
⑨ ルーフドレインの位置、高さ、取付け工法
⑩ ルーフドレインの形式（防水種別及び使用箇所等による形式）
⑪ 縦どいの防露の工法（床貫通部分を含む）
⑫ 縦どいの掃除口の有無
⑬ 施工の確認方法

(7) アルミニウム製笠木
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて場所別の工程表の作成）
③ 製造所名、施工業者名及び管理組織
④ 使用材料の材質（表面処理方法も含む）、寸法
⑤ 風圧力及び積雪荷重に対応した固定金具の間隔、固定方法、管理の方法等
⑥ 施工手順及び養生方法
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⑦ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、
品質記録文書の書式とその管理方法等）

4 外壁改修工事
(1) コンクリート打放し仕上外壁、モルタル塗仕上外壁、タイル張仕上外壁

① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（改修箇所ごとの着工・完了等の時期、使用材料の検査）
③ 施工業者名及び作業の管理組織
④ 使用材料及び保管方法
⑤ 改修工法（工法種別、施工箇所・面積、使用する機器・器具類）
⑥ 工程ごとの確認方法
⑦ 養生方法（施工中（騒音・振動・飛散防止）及び完了後）
⑧ 検査方法（自主検査を含む）
⑨ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) モルタル塗仕上外壁（新築時と同じ工法－モルタルの塗替）
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（改修箇所ごとの着工・完了等の時期、使用材料の検査）
③ 練混ぜ場所及び練混ぜ方法
④ 調合
⑤ 下地処置の工法（屋外、屋内、下地材の吸水の著しい箇所等の別）
⑥ 工法（施工箇所別）
⑦ モルタル仕上の種類（施工箇所別）
⑧ 各工程の放置期間及び確認方法
⑨ ひび割れ防止の方法
⑩ 浮きの確認方法及び補修方法
⑪ 養生方法（夏期の直射日光、通風、寒冷、施工後）
⑫ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(3) タイル張仕上外壁（タイル張替工法）
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（見本決定、施工図完了、材料搬入、着工・完了、試験等の時期）
③ タイルの製造工場名、施工業者名及び作業の管理組織
④ タイルの種類、形状、寸法（裏足の形状、高さ、乾式・湿式の別）
⑤ 張付用モルタル（調合、塗厚）、保水剤の使用
⑥ タイルの施工箇所、張付工法、目地工法
⑦ まぐさ、窓台等のタイルの施工法
⑧ タイル割の基準（基準線、目地寸法）
⑨ 伸縮目地（位置、構成、施工法）材種別
⑩ タイル施工箇所の張付順序
⑪ 下地モルタルの浮きの検査方法及び補修方法
⑫ １回の張付モルタルの塗付量、練混ぜ方法及びその量の確認方法、練置時間
⑬ タイル張施工中及び施工後の養生方法
⑭ 水洗い
⑮ タイルの打診試験及び接着力試験方法（箇所、使用機器、試験体の作成方法）
⑯ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(4) 塗仕上外壁
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
②

工程表（色・表面光沢・テクスチャーの決定、改修箇所別の着工及び完了等の時期）

③ 施工業者名及び管理組織
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④ 下地の処理と仕上材の種別
⑤ 工法（塗工法と使用する機器・工具類）
⑥ 工程ごとの塗付量等の確認方法
⑦ 養生方法（施工中（特に飛散防止）及び完了後）
⑧ 仮設足場壁つなぎ跡の補修方法
⑨ 材料保管の方法（温湿度の管理、消防法）及び作業安全　管理対策
⑩ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

５ 建具改修工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 取付場所（方位・階別等）
③ 管理体制（製作者名及び施工者の管理組織表・連絡先）
④ 工程表（製作及び現場の施工日程・手順・作業内容）
⑤ 使用材料の名称・規格（部品、部材、付属部品及びその使用箇所）
⑥ 製作者・製作工場（工場名称、所在地）
⑦ 加工及び組立（材料加工の方法、接合法、組立要領）
⑧ 製品検査（検査方法、検査項目、検査基準）
⑨ 防食・防錆処理（防食・防錆の方法、材料）
⑩ 運搬（搬入方法、現場内保管方法）
⑪ 取付精度・要領（取付方法、精度、取付検査方法、検査基準）
⑫ 養生・清掃（養生、清掃方法）
⑬ 安全管理（管理体制、安全点検、作業環境整備）
⑭ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）
6 内装改修工事

(1) 木下地等
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（着工、完了等の時期）
③ 施工業者名及び作業の管理組織
④ 加工機器等（主として仕上）
⑤ 使用する材料の種類、形状、寸法及びその使用箇所
⑥ 加工、組立又は取付の工法
⑦ 防虫、防腐、防蟻処理
⑧ 養生方法
⑨ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(2) 軽量鉄骨天井下地
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別、場所別に工程表作成）
③ 製造所名、施工業者名及び作業の管理組織
④ 使用材料の材質、種類、形状、寸法等
⑤ 加工機器、場所等（切断、溶接等）
⑥ 撤去、加工、組立又は取付の工法
⑦ 風圧力による検討（屋外の条件、場所等の検討）
⑧ 耐震性の検討（大規模空間の天井に関しては崩落対策の検討）
⑨ 養生方法
⑩ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(3) 軽量鉄骨壁下地
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別、場所別の工程表の作成）
③ 施工業者名及び作業の管理組織
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④ 使用材料の材質、種類、形状、寸法
⑤ ランナー取付工具
⑥ 開口部等の補強方法
⑦ 養生方法
⑧ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(4) ビニル床シート、ビニル床タイル及びゴム床タイル張
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別、場所別の工程表作成）
③ 製造所名及び施工業者名
④ 材質、色調別に応じた施工箇所
⑤ 接着剤の種類（施工箇所別）
⑥ 工法（割付、継目、見切部分の納まり等）
⑦ 施工時及び施工後の換気方法
⑧ 養生方法
⑨ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(5) カーペット敷
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（製作期限、搬入、敷込みの時期、必要に応じて部屋別敷込工程、既存床材、

接着剤、下地の確認、撤去計画、下地調整）
③ 施工業者名及び防炎表示者認定番号
④ 構成材料の品質、密度
⑤ 取付用付属品
⑥ 割付要領：継目の位置
⑦ 各部取合納まり（他の仕上材、床改め口、設備機器との取合）
⑧ 工法（既存床材からカーペット敷に変更又は既存床材の上にカーペットを重ね敷

するときは建具への影響を考えること）
⑨ 施工時及び施工後の換気方法
⑩ 養生方法
⑪ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(6) 合成樹脂塗床
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別・場所別の工程表の作成：調査・診断、準備、既存床撤

去、
③ 製造所名、銘柄、色番及び施工業者名
④ 材料保管方法、取扱注意事項（消防法、労働安全衛生法等による管理）
⑤ 既存床の調査（室別・場所別の既存床撤去の要否と撤去程度）
⑥ 施工時期・工期（使用・稼働状況との関係、他の仕上工事との関係）
⑦ 準備・養生（撤去工具類の選定、施工環境の確保（塵あい、臭気、騒音、天候）、

備品の移動、保管等の対策等）
⑧ 既存下地の撤去及び下地ごしらえ（部屋別・場所別既存床材の撤去、目粗し

又は表面研削、下地状況別プライマーの選択）
⑨ 塗床工法（部屋別・場所別の工法の仕上り状態：平滑、防滑、つや消し、

工法：流し展べ、樹脂モルタル仕上、色調決定）
⑩ 施工時及び施工後の換気方法
⑪ 養生方法（塵あい、雨水、硬化前の歩行・物品の接触、傷・汚れからの保護）
⑫ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）
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(7) フローリング張
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて部屋別、工法別による工程表の作成）
③ 製造所名等及び施工業者名
④ 使用材料の材質（ＪＡＳ等）、板厚
⑤ 取付釘類及び接着剤の種類、品質等
⑥ 工法、管理の方法等
⑦ 施工時及び施工後の換気方法
⑧ 養生
⑨ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(8) 畳敷
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別・場所別工程表の作成)
③ 製造所名、施工業者名及び管理組織
④ 使用材料の材質（畳表、畳床・へり、糸も含む）、寸法
⑤ 工法
⑥ 養生方法
⑦ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(9) せっこうボード、その他ボード及び合板張
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別、場所別の工程表の作成)
③ 製造所名、施工業者名及び管理組織
④ 使用材料の材質（防火性能、ホルムアルデヒド放散量）及び寸法
⑤ 取付釘類（材質、長さ等）
⑥ 接着剤の種類・用途（ホルムアルデヒド放散量）
⑦ 工法
⑧ 施工時及び施工後の換気方法
⑨ 養生方法
⑩ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(10) 壁紙張
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別、場所別の工程表の作成)
③ 製造所名及び施工業者名
④ 材質（ホルムアルデヒド放散量・防火性能）、色柄別に応じた施工箇所
⑤ 接着剤の材質（ホルムアルデヒド放散量）、配合割合
⑥ 工法（割付、見切部分の納まり等）
⑦ 施工時及び施工後の換気方法
⑧ 養生方法
⑨ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(11) モルタル塗
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（施工箇所別の着工・完了の時期）
③ 施工業者名及び作業の管理組織
④ 使用材料及び保管方法
⑤ 練混ぜ場所及び練混ぜ方法
⑥ 調合
⑦ 下地処理の工法（屋外、屋内、下地材の吸水の著しい箇所等の別）
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⑧ 工法（施工箇所別）
⑨ モルタル仕上の種類（施工箇所別）
⑩ 各工程の工程間隔時間（養生期間）及びその確認方法
⑪ ひび割れ防止の方法
⑫ 浮きの確認方法及び補修方法
⑬ 養生方法（夏期の直射日光、通風、寒冷、施工後）
⑭ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

(12) タイル張
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（必要に応じて室別・場所別の工程表の作成、既存タイル面の劣化・損傷の

調査、撤去計画、下地調整）
③ タイルの製造工場名、施工業者名及び作業の管理組織
④ タイルの種類、形状、寸法（裏足の形状、高さ、乾式・湿式の別）
⑤ 張付用モルタル（調合、塗厚さ）、接着剤の種類・使用量
⑥ タイルの施工箇所、張付工法、目地工法
⑦ タイル割りの基準（基準線、目地寸法）
⑧ 伸縮調整目地（位置、構成、施工法）
⑨ 関連工事との取合（電気、機械、仮設）
⑩ タイル施工箇所の張付順序
⑪ 下地モルタルの浮きの試験方法及び補修方法
⑫ タイル張施工中及び施工後の養生方法
⑬ 排水勾配（雨掛、水掛の場合）
⑭ 水洗い
⑮ タイルの打診試験及び接着力試験方法（箇所、使用機器、試験体の作成方法）
⑯ 接着力試験不合格の場合の処置方法
⑰ 材料の保管
⑱ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

7 塗装工事
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表（色見本の決定、施工（全体、部屋別、階別等）等の時期）
③ 製造所名、施工業者名及び作業の管理組織
④ 塗装箇所及び下地材による塗料の種別（防火材料の指定がある場合には認定品）

並びに工程
⑤ 色調別による塗装範囲
⑥ 工場及び現場塗装の区分
⑦ 改修建築物の居住者及び使用者への配慮
⑧ 工法（はけ、吹付、ローラー等）
⑨ 養生方法（施工中及び完了後）
⑩ 塗料の保管方法、安全管理の方法等
⑪ 品質計画書（作業のフロー、管理の項目・水準・方法、品質管理体制・管理責任者、

品質記録文書の書式とその管理方法等）

8 産業廃棄物等搬出及び処分
① 総則及び工事概要（工事名、場所、発注者、設計・監理者名、受注者）
② 工程表
③ 現場組織表
④ 安全管理
⑤ 運搬（運搬車両の許可番号）及び搬出先の許可証明書（写し）
⑥ 搬出先のルート及び地図（パンフレット等の写し）
⑦ 処分場の概要（許可書の写し）
⑧ 契約書の写し
⑨ 各処分場での処分概算数量
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（建築工事）

図面名 工事区分 提出を要する施工図等

計画図 仮設工事 総合仮設計画図、仮設建物計画図

土工事 掘削計画図、山留計画図

基礎工事 杭打計画図

コンクリート工事 コンクリート打設計画図

コンクリート型枠計画図

鉄骨工事 鉄骨建方計画図

施工図 鉄筋コンクリート工事 コンクリート寸法図、鉄筋工作図、型枠工作図

鉄骨工事 軸組図、梁伏図、柱梁詳細図、アンカープラン

割付図、ＰＣコンクリート原寸図、ＡＬＣパネル取付原寸図

ＰＣコンクリート取付詳細図、ＡＬＣパネル取付詳細図

防水工事 割付図

石工事 割付図

タイル工事 目地割図、原寸図、納り詳細図、役物リスト

木工事 造作図、間仕切軸組詳細図

床・天井下地組図

屋根工事 納り詳細図

金属工事 製作金物工作図、天井・壁下地軽量鉄骨詳細図

天井・壁金属板張詳細図

左官工事 特殊部分納り詳細図、目地割図

金属製建具工事 配置図、詳細図

木製建具工事 配置図、詳細図

内装工事 壁・天井その他造作詳細図

雑工事 各種家具類詳細図

外構工事 配置図、納り詳細図

（備考）
上記以外で、監督職員が指示するものは提出すること。

計画図・施工図提出一覧表

コンクリートブロッ
ク・ＡＬＣパネル・押
出成形セメント板工事
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（建築工事）

縄張り検査
ベンチマーク検査
足場等の安全性の確認
埋設物の確認
根切底の検査
埋戻・盛土の確認
整地状況の確認
載荷試験
杭芯検査
試験杭打立会
本杭打立会
継手確認
支持力の確認
載荷試験
杭頭処理確認
杭芯ずれ確認
割石・砂利地業確認
捨コンクリート地業・墨出検査
鉄筋加工検査
材料試験立会
各構造部配筋検査
ガス圧接状況確認
ガス圧接外観検査
ガス圧接引張試験立会
基準墨出検査
型枠検査
コンクリート試験練り立会
試験練りコンクリート圧縮強度試験立会
コンクリート打込立会
スランプ試験、空気量試験、温度試験立会
コンクリート初期養生確認
コンクリート圧縮強度試験立会
コンクリート躯体検査、墨出検査
材料試験立会
基準巻尺照合確認
原寸検査
高力ボルトトルク係数値確認試験
高力ボルト締付検査
溶接状況確認
溶接完了検査
アンカーボルト埋込検査
建入検査
錆止検査
耐火被覆工事検査
コンクリートブロック積縦やり方検査
コンクリートブロック積配筋検査
コンクリートブロック積検査
れんが積検査
ＡＬＣパネル取付検査

工事施工管理報告書・工事検査報告書の提出基準

コンクリートブ
ロック・ＡＬＣパ
ネル・押出成形セ
メント板工事

３０㎡以上

構造体等に係るコンクリート
については提出する。それ以

外については３０ｍ３以上

３０㎡以上

提出

３０㎡以上

提出

鉄骨工事

施工管理報告書 検査願

構造体等に係る鉄筋について
は提出する。それ以外につい
ては１ｔ以上

土工事

基礎（地業）工事

構造体等に係る鉄骨について
は提出する。それ以外につい
ては１ｔ以上

鉄筋工事

工事区分

仮設工事

工事内容

コンクリート工事
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施工管理報告書 検査願工事区分 工事内容

防水下地検査
防水層検査
防水層施工状況確認
防水層水張り検査
石工事施工状況確認
石工事完了検査
タイル下地検査
タイル施工状況確認
タイル接着力試験
タイル工事完了検査
木下地検査
木工事施工状況確認
化粧材取付検査
屋根工事施工状況確認
屋根工事完了検査
ルーフドレイン・とい通水試験
錆止処理確認
取付状況確認
取付完了検査
下地検査
下地調整確認
調合確認
施工状況確認
仕上り検査
特殊建具製作状況確認
フラッシュ建具製作状況確認
現場取付状況確認
現場取付検査
補修・錆止め確認
建具周囲モルタル詰め検査
外部・水場廻り漏水検査
自閉装置等作動試験
ガラス取付確認
ガラス取付検査
下地被塗装面の検査
塗装状況確認
塗装仕上面の検査
下地検査
施工状況の確認
仕上検査
施工状況の確認
取付完了検査
施工状況の確認
支持力比検査・締固め度検査
出来型検査
※数量については請負代金内訳数量とする。

（備考）
工事検査報告書の提出については、工事監理者が検査した場合、基準に従い提出すること。

設計変更等に該当する箇所においては、少量でも提出すること。

１ｍ３以上
木工事

タイル工事

３０㎡以上

３０㎡以上

３０㎡以上

提出

提出

外構工事

ガラス工事

塗装工事

内装工事

雑工事

屋根工事

金属工事

左官工事

建具工事

防水工事

石工事
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（建築工事）

工事区分

土工事 搬入土の土質試験成績表（搬入先業者）

基礎（地業）工事 既製杭：製品検査試験報告書（メーカー）

場所打杭：鉄筋工事及びコンクリート工事に準ずる

コンクリート工事 骨材、細骨材等試験成績表

骨材、細骨材アルカリ反応試験成績表（生コン工場）

混和剤試験成績表（メーカー）

骨材、細骨材セメント成績表（メーカー）

試験練成績表（スランプ、塩分、圧縮強度等）（公的機関）

現場採取供試体試験成績表

鉄筋工事 ミルシート（メーカー）

ガス圧接引張試験成績表（公的機関）

鉄筋引張試験成績表

製品曲げ試験成績表

鉄骨工事 ミルシート（メーカー）

製品検査成績表（メーカー）

高力ボルト検査成績表（メーカー）

溶接部非破壊検査成績表（公的機関）

防水工事 製品試験成績表（メーカー）

品質検査成績表（メーカー）

製品検査成績表（メーカー）

金属製建具工事 製品検査成績表（メーカー）

塗装工事 材料試験成績表（メーカー）

内装工事 材料試験成績表（メーカー）

（備考）
「主要（資材・機材）発注先通知書の提出基準」に従い提出すること。

土工事にて５００ｍ３を越える場合は現地にて土質試験を行うこと。（監督職員と要協議）
（２，５００ｍ３ごとに１回試験を行う）

上記以外で、監督職員が指示するものは提出すること。

コンクリートブロック・ＡＬＣパ
ネル・押出成形セメント板工事

提出を要する機材試験成績表

（機材・施工）試験成績報告書提出一覧表
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（建築工事）
１，防水工事保証書
（１）受注者、専門施工業者、材料メーカー３者の連名で保証し、２部提出とする。
（２）保証期限を明記する。なお、保証開始年月日は「工事引渡し書」の日付と同日とする。
（３）工事（保証）範囲を明記する。

その他、工法、機器等で保証期間の明記のあるものについては、保証期間及び条件等明記した
ものを提出すること。

指定工事保証書提出一覧表
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（建築工事）
・防火区画部分の穴埋め、縦穴区画等防災的に重要な部分の施工（防火区画、１１４条区画）
・放射線防護に関わる部分の施工
・シールド工事
・その他これらに類する工事で監督職員が指定する工事又は施工部分

※上記工事についてはすべての書類を作成すること。

特定工事
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電気設備工事



（電気設備工事）

工事区分 材料及び機器名

構内配線設備工事 トランス、ＰＡＳ、避雷器、外灯、ポール、コンクリート製品

受変電設備工事 引込盤、受電盤、配電盤、トランス盤、コンデンサ盤

自家発電設備工事 発電機盤、始動用直流電源盤、発電装置、各補機

中央監視設備工事 監視操作卓、監視制御盤、信号処理装置、補助盤

直流電源設備工事 整流装置、蓄電池盤

無停電電源設備工事 無停電電源装置、出力分岐盤、蓄電池盤

避雷設備工事 突針、避雷導体接地用端子箱

主幹配線設備工事 バスダクト、ケーブルラック、金属ダクト

動力設備工事 動力盤、制御盤、警報盤、開閉器箱

電灯コンセント設備工事照明器具、分電盤

医用コンセント設備工事非接地電源用分電盤、接地用端子箱

電話設備工事 端子盤

時計・拡声器設備工事 親時計、子時計、電源装置、端子盤、増幅器、リモコンマイク、スピーカ

呼出・出退表示設備工事呼出装置、マイク、スピーカ、出退表示器

インターホン設備工事 親機、子機

ナースコール設備工事 親機、子機、小型携帯用主装置

テレビ共同受信設備工事アンテナ、アンテナマスト、増幅器、混合器、分岐器、分配器

防災設備工事 受信機、感知器、総合盤、連動制御器、自動閉鎖装置、ガス漏検知機

共通工事 各種電線管及び付属品、各種電線及びケーブル、配線機器類

（備考）
コンクリート製品とはハンドホール、マンホール、コンクリート柱等をいう。

上記以外で、監督職員が指示するものは提出すること。

主要（資材・機材）発注先通知書の提出基準
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（電気設備工事）
工事区分 記載内容

１．共通工事 建築・機械設備工事との施工区分
１）はり貫通孔・壁型枠孔及びその補強
２）マンホール・ハンドホール・盤類の基礎等
３）自動制御設備用配線
電力会社等との施工区分
既存状況確認方法
機材搬入方法
作業場所（位置・面積・足場）
作業工具と工法
施工に必要な資格者（電気工事士・溶接工・消防
設備士等）
機材の保管場所
防火区画・耐震壁等

２．停電工事 停電範囲及び仮設対応等
作業手順及び作業責任者
安全対策及び体制

３．配管配線工事 コンクリート埋設配管
１）管相互の接続方法
２）管とボックス類の接続方法
３）鉄筋等への結束方法及びその間隔
４）管相互及び管と型枠との間隔
５）平面打継部分の養生方法等
６）ボンディングの要否及びその種類、方法
天井内等隠ぺい配管及び露出配管
１）支持金物の種類及び支持方法
２）支持間隔
３）防火区画貫通部の処理方法
４）外壁貫通部の防水処理方法
５）塗装の要否、種別、方法及び色別等
６）ボンディングの要否及びその種類、方法
配線
１）電線の種類及びその色別
２）心線相互の接続方法
３）接続部分の絶縁処理方法
４）耐火電線等の接続及びその耐火処理方法等

４．機器据付工事 機器の支持及び据付方法（アンカー、据付精度
関連工事の別途機器との取合条件等
機器据付後の養生

５．接地工事
６．耐震措置
７．撤去工事 産業廃棄物の処分については建築工事の施工計画

書についてを参照すること
８．試験、検査及び試運転調整等 種類、方法等
９．施工品質管理（管理表） 作業フロー

管理項目、管理水準、管理方法
管理資料、記録等

（備考）
上記以外で、監督職員が指示するものは提出すること。

工種別施工計画書について
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（電気設備工事）

工事区分 材料及び機器名

構内配線設備工事 トランス、ＰＡＳ、避雷器、外灯、ポール、コンクリート製品

受変電設備工事 引込盤、受電盤、配電盤、トランス盤、コンデンサ盤

自家発電設備工事 発電機盤、始動用直流電源盤、発電装置、各補機

中央監視設備工事 監視操作卓、監視制御盤、信号処理装置、補助盤

直流電源設備工事 整流装置、蓄電池盤

無停電電源設備工事 無停電電源装置、出力分岐盤、蓄電池盤

避雷設備工事 突針、避雷導体接地用端子箱

主幹配線設備工事 バスダクト、ケーブルラック、金属ダクト

動力設備工事 動力盤、制御盤、警報盤、開閉器箱

電灯コンセント設備工事 照明器具、分電盤

医用コンセント設備工事 非接地電源用分電盤、接地用端子箱、病床ユニット

電話設備工事 端子盤

時計・拡声器設備工事 親時計、子時計、電源装置、端子盤、増幅器、リモコンマイク、スピーカ

呼出・出退表示設備工事 呼出装置、マイク、スピーカ、出退表示器

インターホン設備工事 親機、子機

ナースコール設備工事 親機、子機、小型携帯用主装置

テレビ共同受信設備工事 アンテナ、アンテナマスト、増幅器、混合器、分岐器、分配器

防災設備工事 受信機、感知器、総合盤、連動制御器、自動閉鎖装置、ガス漏検知機

（備考）
コンクリート製品とはハンドホール、マンホール、コンクリート柱等をいう。

上記以外で、監督職員が指示するものは提出すること。

製作図・工事材料搬入報告書の提出基準
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（電気設備工事）

工事区分 工事内容

共通工事 １．配管のふ設

２．地中埋設管・配線のふ設

３．電線・ケーブルのふ設

４．電線・ケーブル相互の接続及び端末処理

５．同上接続部の絶縁処理

６．電線の機器への接続

７．総合調整・各種試験

８．塗装

９．外壁区画貫通部の防水処理

１０．接地極の埋設工事

１．照明器具又はプルボックス等の取付

２．壁埋込盤類キャビネットボックスの取付

３．主要機器及び盤類の設置・取付

１．突針及び導体の取付

２．導線の建築物への接続

１．基礎の地業・配筋・コンクリート打込状況

２．基礎ボルトの位置及び取付

３．電気室埋込配管のふ設

４．配電盤類の設置

５．枠組等の塗装

１．基礎の地業及び配筋・コンクリート打込状況

２．基礎ボルトの位置及び取付

３．機器類の設置

１．コンクリート柱の位置及び建柱

２．マンホール・ハンドホール等の設置

１．施工状況

２．各種試験

（備考）
工事検査報告書の提出については、工事監理者が検査した場合、基準に従い提出すること。

設計変更等に該当する箇所においては、少量でも提出すること。

上記以外で、監督職員が指示するものは提出すること。

工事施工管理報告書・工事検査報告書の提出基準

提出

特定工事

提出

電灯・動力・
弱電設備工事

避雷設備工事

構内配線設備
工事

受変電・静止
形電源・中央
監視設備工事

提出基準

３０㎡以上

提出

自家発電設備
工事
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（電気設備工事）
工事区分 試験区分 試験項目

照明器具標準試験（ＪＩＳマーク表示品は省略できる。）

分電盤　開閉器箱・制御盤標準試験

配線用遮断器・漏電遮断器・電磁開閉器標準試験（ＪＩＳマーク表示品は
省略できる）
バスダクト及び付属品標準試験

ブロックマンホール及びハンドホールの標準試験

マンホール及びハンドホールの鉄蓋の標準試験

絶縁抵抗試験・接地抵抗試験・非常用照明装置照度測定試験

照明器具点灯試験・コンセント極性試験・分電盤試験（外観・構造・漏電
動作試験・回路確認・保安回路確認）
医用コンセント設備はＪＩＳ　Ｔ　１０２２「病院電気設備の安全基準」
による試験
制御盤試験（外観・構造・シーケンス・動作特性）

機材試験 器具単体の標準試験

キュービクル式配電盤及び高圧閉鎖配電盤の標準試験

（絶縁抵抗試験・耐電圧試験・継電器試験・総合動作試験）

施工試験 施工の標準試験

（絶縁抵抗試験・耐電圧試験・継電器試験・総合動作試験）

変圧器ごとの低圧回路漏れ電流測定試験

機材試験 器具単体の標準試験

直流電源装置の標準試験

交流無停電電源装置（ＵＰＳ）の標準試験

施工試験 施工の標準試験

（構造試験・絶縁抵抗試験・動作試験）

発電機の試験

原動機の試験

配電盤の試験（受変電設備工事の試験項目による）

補機附属装置試験

始動停止試験・充気または充電試験・燃料消費率試験・振動試験

保安装置試験・継電器試験（製造者の社内規定による試験）・絶縁抵抗試験

１００％負荷試験

外部電源からの電源切替試験

施工試験

機材試験

（機材・施工）試験成績報告書提出一覧表

機材試験

電力設備
工事

受変電設
備工事

施工試験

静止形電
源設備
（直流電
源装置・
交流無停
電電源装
置）工事発電設備
工事
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工事区分 試験区分 試験項目
電気時計装置の標準試験・絶縁抵抗試験・耐電圧試験

拡声装置の標準試験・温度上昇測定試験・耐電圧試験

呼出及び出退表示装置の標準試験・耐電圧試験

インターホン装置及びナースコール装置の標準試験

テレビ共同受信装置の標準試験

絶縁抵抗試験

電気時計設備の標準試験

拡声装置の標準試験

呼出及び出退表示設備の標準試験

インターホン及びナースコール設備の動作試験

テレビ共同受信設備性能試験

自動火災報知設備・非常警報設備・ガス漏れ火災警報設備試験等（消防用

設備等試験基準による）

自動閉鎖設備機能試験

機材試験 器具単体の試験

警報盤及び表示操作盤の標準試験

監視制御装置の標準試験

交流無停電電源装置の標準試験

施工試験 絶縁抵抗試験、総合動作試験

（備考）
各試験の詳細については、標準仕様書による。

上記以外で、監督職員が指示するものは提出すること。

機材試験通信設備
工事

中央監視
制御設備
工事

施工試験
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（電気設備工事）

工事区分 材料及び機器名 材料検収根拠書類等

電線管・電線等 施工図・搬入時写真・材料証明（ＪＩＳ規格品等）

配線機具類 製作図（承諾図）・搬入時写真

工事材料搬入報告書に代替する書類一覧表

共通工事
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（電気設備工事）
・医用接地工事
・医用非接地配線設備工事（アイソレーションシステム）
・防火区画を貫通する配管等の周囲の穴埋め工事(防火区画、１１４条区画）
・放射線防護に関わる部分の施工
・その他これに類する工事で監督職員が指定する工事又は施工部分

※上記工事についてはすべての書類を作成すること。

特定工事
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機械設備工事



（機械設備工事）

工事区分

共通工事

空気調和設備工事 ボイラー、冷温水発生機、冷凍機、氷蓄熱ユニット、冷却塔、空気調和機

　 空気清浄装置、全熱交換器、ファンコイル、パッケージエアコン、レヒーター

ファンコンベクター、フィルターユニット、送風機、制気口・ダンパー

衛生設備工事 衛生器具、給湯ボイラー、消火機器、排水金具、桝、蓋

昇降機設備工事 エレベータ、ダムウエータ、エスカレータ

搬送設備工事 搬送機、搬送盤、レール、気送管、ステーション

特殊設備工事 自動制御設備、燃料ガス設備、さく井設備、し尿浄化槽設備、医療ガス設備

　 ＲＩ設備、特殊排水設備、ＢＣＲ設備、病院用水設備

（備考）
上記以外で、監督職員が指示するものは提出すること。

主要(資材・機材)発注先通知書の提出基準

配管、配管付属品、計器類、電動機、盤類、ポンプ類、製缶類、槽類、保温材

材料及び機器名
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（機械設備工事）
工事区分 記載内容

配管工事 建築・電気設備工事との施工区分
１）梁貫通孔・壁型枠孔及びその補強
２）自動制御電気配管・配線
機材搬入方法
作業場所（位置・面積・足場）
作業工具と工法
配管工法（要領）
１）管の接続方法
２）管の防錆方法
３）管の支持方法
施工に必要な資格者（配管工、溶接工、消防設備士等）
配管材料の保管場所
防火区画・耐震壁等

風道工事 建築・電気設備工事との施工区分
１）梁貫通・壁開口及びその補強
２）天井吹出口用枠及びその補強
３）外気ガラリ
機材の搬入方法
作業場所（位置・面積・足場）
ダクト工法（要領）
１）風道の接続方法
２）風道の支持方法
施工に必要な資格者（建築板金等）
材料の保管状況
防火区画・耐震壁等

機器の据付工事 建築・電気設備工事との施工区分
１）コンクリート基礎
２）インターロック及び電源
３）試運転調整
機器の搬入方法（通路・開口部・養生・揚重機器等）
機器の据付方法（アンカー・耐震計算書・据付精度等）
機器据付後の養生
機械据付に必要な資格者（ボイラー据付工事作業主任者等）

保温塗装工事 保温の施工方法（種別ごと）
継目の処理方法
外装材の防水処理方法
貫通部の処理方法（防火区画等）
施工に必要な資格者（熱絶縁施工等）
塗装の施工方法

試験 各種試験方法
総合試運転調整 風量、水量、温湿度、気流・じんあい、騒音、初期運転状態
特殊工事 自動制御設備、燃料ガス設備、さく井設備、し尿浄化槽設備、医療ガス設備

ＲＩ設備、特殊排水設備、ＢＣＲ設備、病院用水設備
撤去工事 産業廃棄物の処分については建築工事の施工計画書を参考とすること

（備考）

工種別施工計画書について

上記以外で、監督職員が指示するものは提出すること。
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（機械設備工事）

工事区分 材料及び機器名

共通工事 配管付属品、計器類、電動機、盤類、ポンプ類、製缶類、槽類、保温材

空気調和設備工事 ボイラー、冷温水発生機、冷凍機、氷蓄熱ユニット、冷却塔、送風機

空気調和機、空気清浄装置、全熱交換器、ファンコイル、パッケージエアコン

ファンコンベクター、フィルターユニット、レヒーター、制気口、ダンパー

給排水衛生設備工事衛生器具、給湯ボイラー、消火機器、排水金具、桝、蓋

昇降機設備工事 エレベータ、ダムウエータ、エスカレータ

搬送設備工事 搬送機、搬送盤、レール、気送管、ステーション

特殊設備工事 自動制御設備、燃料ガス設備、さく井設備、し尿浄化槽設備、医療ガス設備

ＲＩ設備、特殊排水設備、ＢＣＲ設備、病院用水設備

（備考）

製作図・工事材料搬入報告書の提出基準

ただし、特殊設備工事の機材搬入報告書は主要機器のみの提出とする。
上記以外で、監督職員が指示するものは提出すること。
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（機械設備工事）

工事区分 工事内容

共通工事 １．配管類の接続

２．地中配管の経路及びふ設

３．配管類の勾配及び支持

４．ダクトの接続

５．保温及び塗装

６．基礎の地業・配筋・コンクリート打設

７．基礎ボルトの位置及び取付

８．機器の組立・据付

９．各種試験、総合試運転調整

計装及び動力二次 １．配管の敷設

側設備工事 ２．ケーブル相互の接続及び端末処理

３．同上接続部の絶縁処理

４．機器及びプルボックス等の取付

５．盤類の設置

１．主要機器及び盤類等の設置

２．レールの取付

（備考）
原則として、一工程の施工が完成した時点で作成して提出する。また、上記以外で監督職員が
指示するものは提出すること。

工事検査報告書の提出については、工事監理者が検査した場合、基準に従い提出すること。

※設計変更等に該当する箇所においては、少量でも提出すること。

提出

提出
昇降機・搬送設備
工事

工事施工管理報告書・工事検査報告書の提出基準

提出基準

３０ｍ以上

３０㎡以上

提出
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（機械設備工事）

機材区分 試験項目

減圧弁 水圧及び作動

安全弁 水圧及び作動

温度調節弁 水圧及び作動

電磁弁 水圧及び作動

電動弁 水圧及び作動

遠心ポンプ 揚水量、揚程、電流値及び水圧(ポンプ本体)

水中モータポンプ 揚水量、揚程、電流値及び水圧(ポンプ本体)

真空給水ポンプユニット 揚水量、給水圧力、空気量、真空度及び電流値

オイルポンプ 揚油量、全圧力及び電流値

鋼板製タンク 満水及び内部防錆被膜

FRP製タンク 満水

ステンレス鋼板製タンク 満水

貯湯タンク 水圧

地下式 水圧及び外面防錆被膜

その他 満水

開放形 満水及び内部防錆被膜

密閉形 水圧又は気密

還水タンク 満水及び内部防錆被膜

熱交換器 能力、水圧及び内部防錆被膜(水室部)

蒸気 水圧

その他 水圧及び内部防錆被膜

ボイラー 熱出力、水圧及び騒音

鋼板製簡易ボイラー 熱出力及び水圧

真空式 熱出力、水圧及び気密

無圧式 熱出力、水圧及び満水

温風暖房機 熱出力・風量・静圧・電流値及び騒音

直だき吸収式冷温水機 冷凍能力・加熱能力、電動機出力、水圧、騒音及び気密

小型吸収式冷温水機ユニット 冷凍能力・加熱能力、電動機出力、水圧、騒音及び気密

圧縮式 冷凍能力、電動機能力、振動、騒音、水圧及び気密耐圧

吸収式 冷凍能力・水圧・騒音及び気密

空気熱源ヒートポンプユニット 冷凍能力、加熱能力、騒音及び電動機出力

冷却塔 冷却能力及び騒音

送風機 風量、全圧、回転数、電流値及び騒音

（機材・施工）試験成績報告書提出一覧表

機材項目

オイルタンク

弁類

ポンプ
類

冷凍機

タンク
類

膨張タンク

ヘッダー

温水発生機

空気調
和設備
工事用
機材
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機材区分 試験項目機材項目

能力、風量、静圧、電流値、振動、騒音、水圧及び気密
耐圧

ユニット形空気調和機 能力、風量、静圧、電流値、振動、騒音及び水圧

コンパクト形空気調和機 能力、風量、静圧、電流値、振動、騒音及び水圧

ファンコイルユニット 能力、風量、定格消費電力、損失水頭及び騒音

空気清浄装置 捕集率及び初期抵抗

全熱交換器 全熱交換効率及び圧力損失

全熱交換ユニット 全熱交換効率及び騒音

ファンコンベクター 能力、風量、定格消費電力及び騒音

漏気量及び作動

排煙口 漏気量及び作動

機械設備工事標準仕様書第４編第２章第４節による

定水位調整弁 水圧及び作動

ガス湯沸器 熱出力及び水圧

消火機器 水圧及び耐圧

槽 満水

機器 水圧及び作動

盤類 作動、絶縁抵抗及び耐電圧

電動機 特性、温度上昇、絶縁抵抗及び耐電圧

製造者の社内規定による試験

ＪＩＳ　Ａ４３０２（昇降機の検査標準）

マニフォールド 調整圧力・流量・気密及び作動

アウトレット 流量、気密及び作動

シャットオフバルブ 気密及び作動

吸引ポンプ 空気量、真空度、回転数及び電流値

ブロワー 空気量、真空度、回転数及び電流値

空気圧縮機 空気量、圧縮度、回転数及び電流値

レシーバタンク 水圧及び気密

エアードライヤー 空気量、気密及び作動、電流値

アフタークーラー 空気量、気密及び作動、電流値

フイルター(空気・オイル・除菌) 集塵効率

遠隔警報機 耐電圧及び作動

（備考）
上記以外で、監督職員が指示するものは提出すること。

給排水
衛生設
備工事
用機材

パッケージ形空気調和機
(ガスエンジン式を含む)

防火・防煙ダンパー
ピストンダンパー

自動制御機器類

し尿浄
化槽

電気工
事用機
材

医療用
ガス設
備工事
用材料

昇降機
設備工
事

施工試験

機材試験

43



（機械設備工事）

工事区分 材料及び機器名

共通工事 管・継手材、ダクト材 搬入時写真・材料証明（ＪＩＳ規格品等）

保温材、塗料 搬入時写真・材料証明（ＪＩＳ規格品等）

鉄骨製作品（架台等） 製作図・搬入時写真

チャンバー・ボックス類 製作図・搬入時写真

電線管、電線等 搬入時写真・材料証明（ＪＩＳ規格品等）

コンクリート製品 ＪＩＳ工場（写し）、製作図、搬入時写真

材料検収根拠書類等

工事材料搬入報告書に代替する書類一覧表
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（機械設備工事）
・医療ガス設備工事
・燃料ガス設備工事
・不活性ガス消火設備工事
・防火区画を貫通する配管、風道等の周囲の穴埋め工事（防火区画、１１４条区画）
・放射線防護に関わる部分の施工
・その他これに類する工事で監督職員が指定する工事又は施工部分

※上記工事についてはすべての書類を作成すること。

特定工事

45




